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能とと狂言のの会
国際交流のの夕べべ

海外からの留学生や外国人の方々、国際交流基金のフェロー、関西国際センター研修生に、日本の伝統文化にふれ
ていただく機会を提供することを目的として、毎年秋に「国際交流の夕べ－能と狂言の会」を開催していましたが、
2021年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響により、海外から日本研究者・留学生等の来日が困難な状況であり、
また、感染拡大防止のため、収録した無観客舞台の公演映像を 1年間無料配信いたします。

お問い合わせ 　独立行政法人 国際交流基金京都支部　TEL : 075-762-1136
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